
⑨
市
独
自
の
学
力
調
査
の
中
止
。

こ
の
組
み
替
え
案
は
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
た
が
、
引
き
続

き
市
民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、

市
民
の
願
い
実
現
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
い
く
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
１３
号
）
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
３
特
別
会
計

補
正
予
算
案
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び
３
特
別

会
計
予
算
案
な
ら
び
に
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特

別
委
員
会
で
５
日
間
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

本
面
上
段
で
は
委
員
会
で
の
審
査
概
要
、
４
・
５
面
上
段
で

は
歳
出
を
中
心
と
し
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

込
額
を
見
積
も
る
こ
と
な
ど
５

項
目
、
②
歳
出
の
見
積
も
り
に

つ
い
て
「
財
政
健
全
経
営
計
画

実
行
プ
ラ
ン
」
に
示
し
た
事
項

は
年
次
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い

確
実
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
事

業
実
施
に
伴
う
経
費
は
、
特
定

財
源
の
確
保
お
よ
び
実
施
体
制

と
手
法
の
さ
ら
な
る
精
査
を
行

い
、
一
般
財
源
を
抑
制
す
る
こ

と
な
ど
８
項
目
、
③
普
通
建
設

事
業
の
要
求
に
つ
い
て
、
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
当
面
の
施
設

保
全
お
よ
び
法
令
そ
の
他
に
よ

る
工
事
と
し
て
選
定
さ
れ
た
事

業
に
基
づ
く
要
求
と
し
、
整
備

の
内
容
等
を
十
分
に
精
査
し
た

上
で
要
求
す
る
こ
と
な
ど
２
項

目
、
④
基
金
の
活
用
等
に
つ
い

て
、
財
政
調
整
基
金
は
、
災
害

発
生
時
や
年
度
中
の
資
金
繰
り

に
備
え
一
定
額
の
積
み
立
て
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
処

分
規
定
に
沿
い
適
切
に
活
用
す

る
こ
と
な
ど
２
項
目
、
⑤
各
特

別
会
計
の
予
算
編
成
は
、
一
般

会
計
に
準
じ
て
適
切
に
見
積
る

こ
と
、
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。

し
た
。

８
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方

針
と
し
て
、
５０
年
先
を
見
据
え

た
「
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
」
を

も
ち
、
市
の
発
展
に
資
す
る

「
新
し
い
魅
力
」
の
創
出
と

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
向

上
、「
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
に
結
び
付
く
取
り
組
み

を
推
し
進
め
る
た
め
、
未
来
志

向
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
、

こ
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
の
３
点

の
重
点
事
項
に
加
え
、
新
た
な

付
加
価
値
を
創
出
す
る
見
地
を

も
っ
て
各
種
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
事
項
と
し
て
、
①
歳

入
に
つ
い
て
、
経
済
情
勢
を
的

確
に
把
握
分
析
し
、
さ
ら
に
精

度
を
向
上
さ
せ
た
年
間
収
入
見

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
７

年
度
補
正
予
算
案
の
審
査
、
８

年
度
当
初
予
算
案
の
総
括
説
明

お
よ
び
説
明
に
対
す
る
質
疑
、

歳
出
を
中
心
と
し
た
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

８
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５４０
億
２
２

０
０
万
円
で
前
年
度
比
３２
億
６

２
０
０
万
円
、
６．４
％
の
増
、
３

特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総
額
は

８２１
億
７
４
６
６
万
５
千
円
、
前

年
度
比
４５
億
７
５
３
９
万
５
千

円
、
５．９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的

収
支
の
う
ち
収
入
が
２６
億
６
３

４
９
万
４
千
円
、
支
出
が
２６
億

６
７
３
２
万
３
千
円
、
資
本
的

収
支
の
う
ち
収
入
が
６
億
５
３

２
０
万
９
千
円
、
支
出
が
１２
億

４
４
３
７
万
９
千
円
と
な
り
ま

一般会計および特別会計予算額

区　　分 令和 ８ 年度
当初予算額

令和 ７ 年度
当初予算額 増減率

一般会計 ５４０億２，２００万円 ５０７億 ６ 千万円 ６．４％
特別会計 ２８１億５，２６６万 ５ 千円 ２６８億３，９２７万円 ４．９％

国民健康保険
特別会計 １１５億５，４７２万 ７ 千円 １１４億２，２７３万 ９ 千円 １．２％

後期高齢者
医療特別会計 ４３億３，２７７万 ８ 千円 ３９億７，６６１万 ６ 千円 ９．０％

介護保険
特別会計 １２２億６，５１６万円 １１４億３，９９１万 ５ 千円 ７．２％

合計 ８２１億７，４６６万 ５ 千円 ７７５億９，９２７万円 ５．９％

下水道事業会計予算額

下水道事業会計 令和 ８ 年度
当初予算額

令和 ７ 年度
当初予算額 増減率

収益的収支
収入 ２６億６，３４９万 ４ 千円 ２４億３，８９９万 ２ 千円 ９．２％
支出 ２６億６，７３２万 ３ 千円 ２４億２７５万円 １１．０％

資本的収支
収入 ６ 億５，３２０万 ９ 千円 １４億４，１６８万 ３ 千円 △５４．７％
支出 １２億４，４３７万 ９ 千円 ２０億４，１７１万 ７ 千円 △３９．１％

基金の状況

区分 令和 ８ 年度末 
現在高見込

令和 ７ 年度末 
現在高見込 増　減　額 備　　　考

財政調整基金 ２３億７，１７８万 ７ 千円 ３７億１，６７４万円 △１３億４，４９５万 ３ 千円 繰入金
１３億５，３２１万円

減債基金 ２，３９５万 ４ 千円 １ 億７，５５２万 １ 千円 △ １ 億５，１５６万 ７ 千円 繰入金
１ 億５，１９８万 ６ 千円

特定目的基金 ７３億４，３２４万 ７ 千円 ６０億１，５１０万 ６ 千円 １３億２，８１４万 １ 千円
郷土美術館
建設基金 １ 億７，８４９万 ７ 千円 １ 億７，７６９万 ７ 千円 ８０万円 繰入金　 ０ 円

みどりの基金 ９ 億８０５万 ７ 千円 ８ 億９，０５６万 ８ 千円 １，７４８万 ９ 千円 繰入金
１，０８４万 ２ 千円

ふるさと
創生基金 ６，８０８万 ６ 千円 ６，８８７万 ３ 千円 △７８万 ７ 千円 繰入金

１０４万 ５ 千円
公共施設等
整備基金 ２９億３，３６４万 １ 千円 ３０億４，５６６万 ９ 千円 △ １ 億１，２０２万 ８ 千円 繰入金

１ 億２，３１３万円
自転車等駐車
場整備基金 ３，７３７万 ５ 千円 ３，７２４万 ５ 千円 １３万円 繰入金　 ０ 円

教育振興基金 １０億１，６０５万 ５ 千円 ２，２５２万 ９ 千円 ９ 億９，３５２万 ６ 千円 繰入金
１ 億９，４５５万 ９ 千円

都市計画事
業基金 ２１億９，８７５万 ７ 千円 １７億５，３６１万 ７ 千円 ４ 億４，５１４万円 繰入金　 ０ 円

森林環境譲
与税基金 ２７７万 ９ 千円 １，８９０万 ８ 千円 △１，６１２万 ９ 千円 繰入金　１，６２０万円

合計 ９７億３，８９８万 ８ 千円 ９９億７３６万 ７ 千円 △ １ 億６，８３７万 ９ 千円 繰入金
１８億５，０９７万 ２ 千円

※△はマイナスを表します

予算特別委員会での審査予算特別委員会での審査予算特別委員会での審査

３
面
～
５
面
の
上
段
に
掲
載
し
た
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
３
月
２６
日
の
本
会
議
で

令
和
８
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
面
～
５

面
の
下
段
で
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
民
ク
ラ
ブ

自
民
ク
ラ
ブ

将
来
を
見
据
え
た
予
算
編

成
を
高
く
評
価
し
賛
成

富
田
市
長
の
２
期
目
の
任
期

最
初
の
予
算
で
あ
る
。

本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
持

続
可
能
な
ま
ち
東
久
留
米
市
に

変
貌
す
る
た
め
に
は
今
こ
そ
改

革
が
必
要
で
あ
り
、
失
敗
を
恐

れ
な
い
挑
戦
を
続
け
、
５０
年
先

の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
思
い

公

明

党

公

明

党

「
新
し
い
東
久
留
米
」
に
向

け
た
取
り
組
み
に
期
待
！

令
和
８
年
度
予
算
は
事
業
手

法
の
工
夫
や
補
助
金
活
用
に
よ

り
一
般
財
源
の
抑
制
に
努
め
、

財
政
調
整
基
金
残
高
は
一
定
程

度
確
保
で
き
る
見
込
み
と
な
っ

た
。
そ
の
努
力
を
評
価
す
る
。

未
来
志
向
の
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
人
に
や
さ
し
い
デ

ジ
タ
ル
化
、
こ
ど
も
た
ち
へ
の

投
資
を
施
策
と
し
て
落
と
し
込

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

予
算
組
み
替
え
で
市

民
の
願
い
実
現
を

予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
賛
同

を
得
て
、
一
般
会
計
予
算
案
の

組
み
替
え
案
を
提
案
し
た
。

①
平
和
事
業
の
充
実
、
②
男

女
共
同
参
画
推
進
に
向
け
た
啓

発
事
業
の
増
額
、
③
道
の
駅
設

置
検
討
事
業
の
見
送
り
、
④
ち

ゅ
う
お
う
保
育
園
の
公
私
連
携

型
保
育
所
移
行
に
か
か
る
事
業

者
選
定
の
中
止
、
⑤
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
く
さ
学
園

利
用
者
が
負
担
す
る
食
材
料
費

相
当
額
の
無
償
化
、
⑥
後
期
高

齢
者
医
療
健
康
診
査
の
自
己
負

担
５００
円
の
無
料
化
、
⑦
家
庭
ご

み
指
定
収
集
袋
の
価
格
を
１０
分

の
５
に
引
き
下
げ
、
⑧
移
動
イ

ン
フ
ラ
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
、

ん
だ
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

未
来
志
向
の
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
縮
充
の

視
点
で
集
約
化
・
複
合
化
を
進

め
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る

方
向
性
は
、
持
続
可
能
な
都
市

経
営
に
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
や
防
災
対
策
な

ど
に
も
予
算
配
分
し
、
将
来
へ

の
責
任
を
果
た
す
内
容
で
あ
る
。

人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
は
、
行
か
な
い
・
書

か
な
い
・
待
た
な
い
窓
口
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
や
キ
オ

ス
ク
端
末
の
設
置
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
化
と
対
面
支
援
の
両
立
を

図
る
姿
勢
を
高
く
評
価
す
る
。

こ
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
に
つ

い
て
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
公
園
行
政
の
推
進
と
、
地

域
課
題
・
行
政
課
題
を
同
時
に

解
決
す
る
視
点
お
よ
び
子
供
の

広
場
へ
の
遊
具
等
の
整
備
実
施

も
高
く
評
価
す
る
。
加
え
て
学

童
保
育
へ
の
民
間
活
力
の
導
入

な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
体
制
づ
く
り
も
評
価
す
る
。

ま
た
、
障
害
福
祉
や
生
活
保

護
な
ど
へ
の
支
援
を
確
保
し
、

防
災
・
減
災
対
策
、
環
境
施
策
、

地
域
経
済
な
ど
の
行
政
課
題
に

対
応
し
て
い
る
点
も
評
価
す
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

実
行
し
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
堅
持

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

以
上
申
し
上
げ
、
一
般
会
計

予
算
に
賛
成
し
、
特
別
会
計
予

算
、
下
水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
、
特
に
意
見
を
付
す

こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

は
一
緒
で
あ
る
。

令
和
８
年
度
予
算
の
一
般
会

計
の
財
政
規
模
に
つ
い
て
は
５４０

億
２
２
０
０
万
円
、
令
和
７
年

度
の
予
算
額
と
比
べ
３２
億
６
２

０
０
万
円
、
６.４
％
増
と
な
り
、

東
久
留
米
市
と
し
て
過
去
最
大

の
当
初
予
算
と
な
っ
た
。

物
価
高
騰
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
歳
出
の
精
査
を

行
い
、
重
点
施
策
に
資
源
を
配

分
し
た
、
将
来
を
見
据
え
た
編

成
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

生
産
年
齢
人
口
の
大
き
な
減

を
大
き
く
取
り
崩
し
な
が
ら
市

債
の
借
り
入
れ
は
抑
制
し
、
税

収
お
よ
び
国
の
地
方
交
付
税
交

付
金
の
増
も
あ
っ
た
。
未
来
志

向
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進
、
市
民
の
利
便
性
向
上

と
市
役
所
の
効
率
性
を
高
め
、

行
政
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
Ｄ
Ｘ

の
推
進
、
こ
ど
も
た
ち
が
伸
び

伸
び
と
健
や
か
に
育
つ
未
来
を

つ
く
る
た
め
の
投
資
等
、
次
の

５０
年
を
見
据
え
た
予
算
編
成
を

行
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
。

以
上
を
申
し
上
げ
、
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
は
、
適
切
な
制
度
運
営
を
要

望
し
、
賛
成
す
る
。
２
特
別
会

計
予
算
お
よ
び
下
水
道
事
業
会

計
予
算
は
、
特
に
意
見
を
申
し

添
え
る
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

少
が
差
し
迫
る
中
、
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
を
現
在
の
規
模
の

ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
早
急
に
財
政
的
に
持

続
可
能
な
公
共
施
設
の
規
模
や

業
務
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

次
の
５０
年
へ
の
ま
ち
づ
く
り

の
礎
を
築
く
こ
と
は
大
変
厳
し

い
課
題
で
は
あ
る
が
、
未
来
志

向
に
よ
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
適
切
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
要
望
す
る
。

最
後
に
、
昨
年
同
様
に
基
金

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の

意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）

意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）

４
面
へ
続
く

3 ひがしくるめ 市 議 会 だ よ り 8．5．15


